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「福島とアートで交わること」

ハマカルアートプロジェクトは、今年で３年目を迎えます。この３年の間に、５１件

に上るプロジェクトが展開され、数多くのアーティストや学生たちが、浜通り地方に

滞在しながら、多彩な創作活動を実践し、福島という土地にアートで真正面から

対峙し、交わってきました。その過程において、地域の方 と々の出会い、交流や

対話の中から創作への発想や刺激を受け、創造力に満ちた個性豊かな作品群を

生み出してきています。本プロジェクトの特徴となっている滞在型創作活動でなけ

れば生み出せない実践の中から豊かな成果が結実し始めているのです。作家の

川内有緒さんは、浜通りの食にまつわるエピソードを紡ぎ出し「ロッコク・キッチン」

という映画と小説を生み出しました。日本大学理工学部の学生たちや東北芸術工科

大学の学生たちは、地域の方 と々の交流や対話を通じ、前者は演劇のＷＳを通し

て地域への理解を深め、後者は新たな東北画を出現させました。俳優や映画製作

を志す学生たちは、映画界の未来を担う若い映画人と一緒に、短編映画の創作を

一から体験することにより自分の未来の姿を明確に描き始めています。本プロジェ

クトの実践を通じ、人間の心を豊かにする文化芸術の力があってこそ、私たちの

社会や地域はより豊かな未来を描けることを改めて実感させられています。

AIRLab
ハマカルアートプロジェクト
プログラム・ディレクター

菅野 幸子 さん

ハマカルアートプロジェクトでは、アーティストや事業者による地域での多様な

実践を継続的に支援してきました。アーティストや事業者が熱意をもって地域

で活動を展開することは、福島県１２市町村に暮らす人々の心に寄り添うだけで

なく、復興に不可欠な「日々の生活」という土壌を耕し、豊かにしていく営みで

もあります。プロジェクトの舞台である福島１２市町村は、現在もなお復興の途

上にあります。地域ごとに状況の違いはありますが、被災によって喪失したインフ

ラが長い時間をかけて再建されてきたように、人々の生活もまた、日々の営みを

積み重ねるなかで徐々に取り戻されつつあります。本事業を通じて行われた多

種多様な実践が、この地の日々の営みの中にゆるやかに組み込まれ、アートが将

来にわたって地域の日常に根づいていくことを願っています。

KatsuraoCollective
事業統括・ディレクター

森 健太郎 さん

私は、このアートプロジェクトの中で、特に “映画” に関わるプロジェクトを見せ

ていただいています。映画は、アートであると同時に優れた記録メディアでもあ

ります。双葉町や葛尾村等で行われた制作ワークショップはそれ自体、非常に

レベルの高い、意義深いものでした。同時に、その中で作られた映画作品には、

浜通りの“現在”が否応なく投影されていました。また、３年間でいくつかのドキュ

メンタリー映画が作られました。これらはまさに、変化を続ける浜通りの貴重

なドキュメントであり、福島県内はもとより、県外各地、海外の映画祭でも上

映され、浜通りの “現在” を伝え、多くの人々が浜通りへ思いを寄せています。

これらの映画作品は年を経るとともに、かけがえのない地域の記録、記憶となっ

ていきます。これはこのプロジェクトが継続される中で達成した重要な成果だと

感じます。

一般社団法人
コミュニティシネマセンター

岩崎 ゆう子 さん

福島県の浜通りでアーティスト・イン・レジデンスを行う意義とは、一体どこに

あるのでしょうか。それは、表現の種を蒔く担い手が増え、やがてその芽が

地域の文化芸術として根付いていくプロセスそのものにあると感じています。

演劇に目を向けると、地域固有の物語を住民とともに紡ぎ上げる試みや、劇場の

存在しない町に「上演」という光を灯す活動、そして土地の記憶を掘り起こし

て未来を想像する事業など、多様な挑戦が見られました。

かつては「点」であったプロジェクトが、昨年からの継続によって住民との深い

絆を結び、さらにそれらが「アートウィーク」というかたちをとることで、

浜通りにいくつもの活動が重なり合う「複線化」の景色が現れ始めています。

文化芸術がただの鑑賞で終わるのではなく、地域の経済や暮らしを支える

新たなセクターとして息づいていく、未来を願っています。

公益財団法人セゾン文化財団

稲村 太郎 さん

本事業を解説する一文にある「（前略）１２市町村全体として復興は進展しつ

つある一方、依然として人口、経済などあらゆる面に東日本大震災や原子力災害

の痕跡が色濃く残っており、まだまだ挑戦していかなければならない課題がありま

す。」の地域で、アート活動を担ったアーティスト、企画者、学生は、この地域

に一定期間滞在することができました。そこに生きた、生きている人たちの営み

をただ眺めるのではなく、触れようとし、踏み込もうとしました。本事業では、

関わるひとりひとりが地域をまなざし、その触れ方、踏み込み方の慣れや想定

を一旦手放して、いちから考える機会になったと思います。この地域に自分を接

続させて獲得した新しさを、作品やプロジェクト、活動を通して他者に伝えら

れたら、また新しい接続が生まれてくるのだろうと思います。

さっぽろ天神山アートスタジオ

小田井 真美 さん
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